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3/1 に今年度最後の役員会が開催されました。私がコロナ禍で会長になったこともあり、今月を除く 2

年間で 23 回の役員会のうち 22 回が完全リモートかハイブリット方式で開催され、1 回だけ事務局が完成

した時に参集方式で開催しました。ただし飲食は禁止中だったので食事はすべての役員会で提供できませ

んでした。食事も出さず 7：00～9：00 過ぎまで毎月会議に出席し薄給（年 2 万円、交通費無し、費弁無

し）で歯科医師会のために働いてくれている役員の先生方には感謝しかありません。まさにブラック企業

同然の組織ですが、役員のほとんどは来期も留任していただくことになっております。食費も含めた会議

費はこのような役員の犠牲の上に 2 年間で約 70 万円抑えることができました。しかしながらこのような

ことをしていたら、いずれ役員を引き受けてくれる先生が減少していくことは明らかだと思います。法人

化を考える上で新たな組織像についても皆様と今後協議していきたいと考えています。 

                              仙南歯科医師会会長 千木良 尚志 
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                     次 第 

1．開会 専務理事 飯淵 信也 

2．挨拶 会長 千木良 尚志 

皆さんお晩でございます。今日が最後の役員会となり、小田部副会長にご指摘いただくまでは失念してお

りましたが、分散会もあります。臨時総会の後なので大きな協議はないと思いますので、役員会を１時間、

8 時までに終わらせ 8 時から 10 時までを分散会としたいと思います。なるべく時短で行おうと思います

ので、ご協力よろしくお願いします。 

3．各支部報告 

①柴田 3 月 29 日に今年度の第 2 回定例会（会場はぶざん）を予定していることを報告。 

②白石 小野貴志夫先生が支部長に立候補し当選されたことを報告。 

③角田 中止になった今年度の丸森・角田の健康まつりの補助金（地対）申請の辞退届が受理されたこと

を報告。また、令和 5 年度の健康まつりも中止になる見込みとのこと。 

4．協議 

1）第 5 回総会に向けて（飯淵信先生） 

第 5 回総会は令和 5 年 4 月 26 日（水）18 時からホテル原田インさくら（船岡駅前）で参集型のみで開催

予定。懇親会も開催方向で進める。開催までのタイムスケジュールを共有。議長をご依頼する先生につい



て協議、4 月役員会に招聘させていただく予定。 

2）防災関連に関して（小屋先生） 

柴田歯会と柴田町健康推進課の災害時対応マニュアル案（資料）について説明、次回役員会で改めて協議

する方針となった。 

（千木良先生）2 市 7 町の連絡協議会実現への構想について説明。 

（目黒先生）協定書（災害時対応は協定書を根拠に行うもの）とマニュアルの違いは何か。 

（小屋先生）この場合マニュアルとは、協定書ができるまでの間、災害時に柴田歯会と柴田町健康推進課

との間で情報交換する内容について確認したものと考えている。 

3）障がい者事業に関して（飯淵信先生） 

「障がい者事業」に関するアンケートについて協議、アンケートを実施することになった。 

2 月 20 日の令和 4 年度歯科医療連携室合同協議会（在宅歯科主催）に当会から千木良先生、飯淵信先生、

武者先生が参加したことを報告。宮城県に提出した大崎地区の「障がい者事業」の事業計画書（資料）に

ついて説明。 

4）その他 

（後藤拡先生）2 月 14 日に白刈学校保健会の役員会に参加、令和 5 年 11 月 9 日に蔵王町立円田小学校

が事務局となり蔵王町ふるさと文化会館（ございんホール）で「第 75 回宮城県学校保健・安全研究大会」

の開催が決定したことを報告。口腔衛生に関する研修会をこの事業と兼ねて実施してもよいかについて協

議。 

5．報告 

1）会長 （千木良先生） 

3 月 25 日に開催する第 151 回臨時代議員会について報告。 

（井上先生）書面決議が可能、50 名規模を想定しているとのこと。 

2）副会長（目黒先生） 

連盟の評議員会も書面評決になったことを報告。 

3）宮歯理事（井上先生） 

第 11 回宮歯理事会について報告。宮歯理事会に先立って柏崎潤先生に黙禱が捧げられた。決議事項の第

1 号から第 7 号議案すべて可決承認された。副会長は令和 5 年 6 月まで佐藤真奈美先生が担当となること

が承認された。新入会員は仙台地区 2 名。第 151 回臨時代議員会は令和 5 年 3 月 25 日（土）15 時から

開催、書面決議が可能。コロナ見舞金は仙台地区 1 名、登米地区 1 名。 

4）宮歯常務理事（小田部岳先生） 

2 月 22 日に宮歯あんしん共済の理事会が開催されたことを報告。コロナ関連の支出が増えたが財務状況

は危機的な状況ではないとのこと。 

日歯会長予備選挙で高橋英登先生が過半数を上回る得票で当選されたことを報告。次期会長になられるの

はほぼ確定とのこと。 

5）専務理事（飯淵信先生） 

４月 1 日開催（Zoom 可）の令和 5 年度社保講習会（岩沼歯科医師会主催）にご紹介を受けたので、会員

周知を予定していることを報告。講師は山田真先生、佐藤繫久先生。 

仙南歯科医師会の委員会アンケートを実施することを報告。 

東北大学の山内教授にご挨拶に伺う調整を会長と共に進めていることを報告。 

事務局井伊さんの時給アップについて協議、時給を上げることに対して反対意見はなかった。 

 

 



6）委員会 

〇会計・菅野真先生 

来年度の会費徴収（会費 6 万円、共済費 1 万円）の手続きを実施したことを報告。 

〇学校歯科・榊原先生 

2 月 24 日の第 2 回学校歯科部会地区担当者会について報告。学校健診について「コロナ禍での対応と同

じ」を推奨、つまりダブルミラー、フェイスガード、口腔内・皮膚を触ったらその都度グローブ交換。宮

歯のホームページに令和 3 年度学校歯科健診に関するアンケート結果が掲載された。歯科校医の第二校

医について、第二歯科校医を置ける学校の基準は 600 名に戻るとのこと。 

7）その他 

（西村先生）川崎病院の鈴木先生が担当していた歯科校医が山家先生と西村先生に変更になったことを報

告。 

6．その他 

なし。 

7．監事講評 監事 小野 貴志夫 

コロナも 5 月 8 日から「5 類」になるため、コロナ禍よりも各方面からより多くの事業遂行が求められ、

担当理事の先生方は大変になると思います。健康に留意されながら、頑張っていただきたいと思います。 

8．閉会 副会長 目黒 一美 

皆さん本日の役員会、大変お疲れ様でした。そして 2 年間、大変お疲れ様でした。来年度からも問題が山

積ですが、力を合わせて頑張っていきましょう。どうもご苦労様でした。 

（議事録 総務 関根直輝） 

【編集後記】 

 千木良執行部 1 期目最後の役員会となりました。会長・監事は 2 期目続投、役員も若干の異動はあります

がほぼ同じメンバーで 2 期目突入の予定です。コロナ禍で対面ではなくリモート開催となった事業、また中

止を余儀なくされた事業が数多くありました。今後、マスク着用の考え方が見直され、感染法上 5 類に移行

されインフルエンザと同程度となる位置づけになります。自粛していた事業を再開し、堂々と懇親会も行う

ことができるようになり、限りなくコロナ前に戻れる環境が整います。しかし、コロナが収まった訳ではあ

りません。これまでと同様にまだまだ感染対策に気を配りながら会員の先生方と協力し、仙南歯科医師会の

ルーティーンな事業を定着させる必要があります。それに加えてホームページ制作や法人化の検討、さらに

障がい者事業などと新たな課題も数多くあります。役員たちは来月からよりパワーアップした新体制で会

務に臨む所存でございます。会員の先生方のさらなるご支援、ご協力をよろしくお願い申し上げます。 

              （編集後記 総務 後藤拡樹） 


